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市財政収入の一部に寄与することを目的とし、裏表紙に広告を掲載しています。なお、掲載している広告内容については津市が保証しているものではありません。

広告

松沢 章さん　 稲垣 大輔さん　 伊藤 和倫さん　 伊藤 眞徳さん　 

白塚漁業協同組合青年部
ま つ  　ざ わ 　  あきら い な 　 　が き 　   だ い 　 す け い 　 　と う 　   か ず 　 　のり い 　 と う 　   まさ　 　 のり

津ぶっことは…津市の農林水産業をもっと元気にするため、ブランド品目として推進している13品目の産品　 ▼次回(最終回)は「茶」

　３月中旬、小女子の活気溢れる水揚げと、海岸一面を埋め尽くす天日干しは、伊勢湾に春の訪れを告げる風物
詩。脂がのり、まるで素麺のような口当たりの小女子は、江戸時代から続く白塚漁港の特産品として親しまれてき
た。ところが、最盛期は年間漁獲高３億円にも及んだ小女子が、伊勢湾から突如消えた。昨年から禁漁となり、今
年１月上旬に確認できた個体は、わずか１匹。「温暖化のせいか、潮の流れが変わったせいか、原因は分からな
い。ゴナ※は伊勢湾で生まれて、伊勢湾で育つ。自然と戻るまで手の打ちようはない」と、稲垣さんは話す。
　「経験と運を頼りに海に出て、成果が目に見えて分かる漁業は楽しい。今でもゴナの解禁日は興奮して眠れな
い」と、若い漁師４人は声を弾ませる。小女子を舟に引き上げた瞬間に‟１年の始まり”を感じるという伊勢湾の
漁師たち。「来年は必ず取れる」ー期待を込めて、例年と違う春の海を眺めた。
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※小女子の愛称

津ぶっこ生産者を追いかける
～Vol.12 小女子～
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小女子漁でにぎわう10年前の白塚漁港小女子漁でにぎわう10年前の白塚漁港


